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印
刷
部
数
10
万
9
3
0
0
部

今
年
は
11
月
ま
で
延
長
し
て
取
り
組
ま
れ
た
秋
の
仲
間
を
ふ
や

す
月
間
、
拡
大
月
間
が
終
了
し
ま
し
た
。
全
都
の
仲
間
の
奮
闘
で

最
終
的
に
は
目
標
達
成
支
部
を
27
支
部
と
し
て
、
12
月
の
中
央
執

行
委
員
会
に
て
ダ
ル
マ
の
目
入
れ
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
本
部
・
檜
山
剛
志
組
織
部
長

記
】
秋
の
拡
大
月
間
は
、
9
月
、

10
月
を
本
番
に
、

11
月
ま
で
の
柔
軟

な
期
間
を
設
定
し

て
取
り
組
み
ま
し

た
。
10
月
末
日
時

点
で
は
目
標
3
9

4
0
人
を
超
え
、

11
月
30
日
の
臨
時

登
録
で
4
0
7
5

人
の
新
た
な
仲
間

を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
、

昼
夜
の
行
動
や
現

場
で
働
く
未
加
入

者
に
向
け
て
、
呼

び
か
け
に
協
力
を

い
た
だ
い
た
全
都

の
仲
間
の
皆
さ
ん

に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
月
間
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か

で
、積
み
重
ね
た
経
験
を
発
揮
し
、

異
常
な
円
安
の
進
行
の
な
か
、
物

価
高
騰
、
資
材
不
足
・
供
給
停
止

か
ら
困
窮
す
る
仲
間
を
守
る
た

め
、
「
建
設
ア
ク

シ
ョ
ン
」
と
拡
大

運
動
を
一
体
に
、

誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
運
動
、
そ
し

て
群
・
分
会
の
機

能
回
復
・
再
活
性

に
む
け
奮
闘
し
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
複
数
の

支
部
で
は
、
「
原

油
価
格
・
物
価
高

騰
補
助
制
度
」「
子

育
て
世
代
の
支

援
」
等
な
ど
、
切

実
な
諸
要
求
を
勝

ち
取
っ
た
成
果
を

仲
間
に
還
す
な
か

で
、
運
動
に
確
信

を
持
ち
、
参
加
者

を
ふ
や
し
明
る
く

元
気
な
月
間
の
取

り
組
み
に
発
展
が

あ
っ
た
支
部
も
あ
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
事
業
所
の
仲
間
も
含

め
た
結
集
・
組
織
化
の
課
題
で
は
、

支
部
・
分
会
役
員
と
書
記
局
が
連

絡
を
取
り
合
っ
て
、
連
続
し
た
事

業
所
訪
問
で
つ
な
が
り
を
強
め
て

き
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
参
加
を

呼
び
か
け
る
こ
と
で
事
業
所
従
業

員
、
外
国
人
実
習
生
の
仲
間
が
参

加
し
、
分
会
と
顔
を
合
わ
せ
つ
な

が
る
機
会
も
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

急
務
と
な
っ
た
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
が
迫
ら
れ
る
な
か
、
仲
間
の
現

場
で
は
所
管
か
ら
の
「
立
ち
入
り

調
査
」
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
未

加
入
者
も
含
め
資
格
取
得
・
講
習

会
に
関
心
が
広
が
り
、
新
た
な
仲

間
を
迎
え
る
な
か
で
、
月
間
拡
大

率
3
・
65
％
と
目
標
を
大
き
く
上

回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、11
万
人
組
織
を
堅
持
す
る
も
、

1
月
組
織
人
員
の
回
復
に
は
及
び

ま
せ
ん
で
し
た
。
目
標
達
成
27
支

部
、
全
分
会
目
標
達
成
11
支
部
、

1
月
人
員
実
増
・
回
復
は
11
支
部

と
な
り
ま
し
た
。

東
京
土
建
新
宿
支
部
は
「
新
会

館
」
の
設
計
者
を
募
集
し
、
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
を
左
記
の
内
容
で
開

催
し
ま
す
。

﹇
対

象
﹈

2
0
2
2
年
12
月
1
日
現
在
、

東
京
土
建
の
組
合
員
で
あ
る
こ

と
。
※
組
合
費
の
滞
納
が
無
い
こ

と
。

﹇
要

件
﹈

①
一
級
又
は
二
級
建
築
士
で
あ
る

こ
と
。

②
建
築
士
事
務
所
登
録
を
行
な
っ

て
い
る
こ
と
。
又
は
実
施
設
計
を

で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
。

③
建
築
士
賠
償
責
任
保
険
に
加
入

し
て
い
る
こ
と
又
は
実
施
設
計
時

加
入
可
能
な
環
境
で
あ
る
こ
と
。

④
現
新
宿
支
部
会
館
同
規
模
建
築

物
の
設
計
・
管
理
業
務
の
経
験
・

実
績
が
あ
る
こ
と
。
又
は
提
案
案

件
の
実
施
図
面
お
よ
び
管
理
の
実

施
環
境
が
あ
る
こ
と
。

﹇
応
募
の
申
し
込
み
締
切
﹈

2
0
2
3
年
1
月
25
日
（
水
）

ま
で
に
、
新
宿
支
部
事
務
所
へ
応

募
用
紙
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
募

集
要
項
、
応
募
用
紙
は
新
宿
支
部

の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

﹇
連
絡
先
﹈

東
京
土
建
新
宿
支
部

住
所
／
東
京
都
新
宿
区
北
新
宿
4

―
33
―
9
新
建
ビ
ル

電
話
0
3
3
3
6
2
2
1
6
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
3
3
3
6
2
2
2
8
9

メ
ー
ル

shinjuku@tokyo-doken.or.jp

担
当
者
／
角
谷
・
川
江

﹇
設
計
概
要
説
明
・
設
計
デ
ザ
イ

ン
提
出
締
切
﹈

全
体
説
明
会
／
1
月
27
日
（
金
）

19
時
〜
、
新
宿
支
部
会
館
（
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
併
用
）

※
設
計
デ
ザ
イ
ン
は
、
2
月
22
日

（
水
）ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
サ
イ
ズ
や
形
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

﹇
選
考
・
審
査
﹈

2
0
2
3
年
2
月
28
日
（
火
）
19

時
〜
、
新
宿
支
部
会
館
4
階

※
会
館
建
設
検
討
委
員
会
に
て

﹇
賞
金
額
﹈

1
位
10
万
円
、
2
位
5
万
円
、
3

位
3
万
円

※
建
て
替
え
ず
、
移
転
の
可
能
性

が
若
干
あ
り
ま
す
。

﹇
現
在
の
支
部
会
館
の
概
要
﹈

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
陸
屋

根
地
下
1
階
付
4
階
建

1
階
85
・
78
㎡
〜
4
階
、
地
下
1

階
91
・
33
㎡
、
地
積
1
4
4
・
49

㎡
（
約
43
坪
）

左より中村隆幸委員長、檜山剛志組織部長、小番徹書記長

赤
羽
駅
か
ら
程
近
い
、北
支
部
、

西
が
丘
分
会
の
セ
ン
タ
ー
。
分
会

長
の
栗
木
末
蔵
さ
ん
、
支
部
副
委

員
長
の
中
西
昭
一
さ
ん
、
分
会
組

織
部
長
の
三
橋
利
勝
さ
ん
、
分
会

財
政
部
長
の
小
池
慶
子
さ
ん
が
訪

問
の
段
取
り
を
整
え
る
な
か
、
牛

木
幸
雄
さ
ん
が
明
る
く
に
ぎ
や
か

に
現
れ
ま
し
た
。
牛
木
さ
ん
は
今

年
か
ら
支
部
組
織
部
長
を
務
め
る

分
会
が
誇
る
若
手
役
員
、45
歳
で

す
。
早
速
、
年
末
拡
大
の
訪
問
に

繰
り
出
し
ま
し
た
。

担
当
書
記
の
和
田
さ
ん
が
運
転

す
る
な
か
、
手
際
よ
く
3
軒
の
仲

間
を
訪
問
し
ま
し
た
。
1
軒
目
に

訪
れ
た
の
は
水
道
工
の
澤
田
義
行

さ
ん
の
お
宅
。
夜
の
突
然
の
訪
問

で
し
た
が
、
嫌
な
顔
一
つ
せ
ず
に

快
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
牛
木

さ
ん
と
の
親
し
気
な
や
り
取
り
か

ら
も
、
普
段
の
関
係
性
が
わ
か
り

ま
す
。
「
年
末
の
30
日
ま
で
仕
事

が
入
っ
て
い
る
」
と
語
る
澤
田
さ

ん
に
、
資
料
と
支
部
オ
リ
ジ
ナ
ル

グ
ッ
ズ
の
手
袋
を
渡
し
な
が
ら

「
現
場
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、
組
合
が
相
談
に
乗
る
か
ら
声

か
け
て
」
と
お
願
い
し
ま
し
た
。

ベ
テ
ラ
ン
に
も

表
敬
訪
問

3
軒
目
に
は
、
元
分
会
書
記
長

の
大
工
の
佐
藤
栄
一
さ
ん
の
と
こ

ろ
へ
表
敬
訪
問
。
長
い
付
き
合
い

と
な
る
和
田
さ
ん
と
は
気
心
し
れ

た
間
柄
。
「
仕
事
は
大
し
た
こ
と

な
い
」
と
言
い
な
が
ら
も
「
誰
か

い
れ
ば
必
ず
入
れ
る
よ
」
と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
厚
生
年

金
や
労
災
保
険
の
完
備
が
進
み
、

現
場
で
職
人
に
声
を
か
け
づ
ら
く

な
っ
た
、
と
も
。
最
後
に
分
会
の

新
年
会
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
て

セ
ン
タ
ー
に
戻
り
ま
し
た
。

三
橋
さ
ん
が
報
告
書
を
ま
と
め

る
か
た
わ
ら
で
、
翌
日
の
最
終
行

動
日
に
む
け
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た

反
省
会
。
弾
む
会
話
の
中
心
に
は

牛
木
さ
ん
、
中
西
副
委
員
長
も
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
途
中
、
支

部
の
小
池
正
樹
書
記
次
長
も
少
し

だ
け
顔
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

1
0
1
人
の
分
会
な
が
ら
多
く

の
支
部
役
員
を
輩
出
す
る
西
が
丘

分
会
。
家
族
的
な
ま
と
ま
り
の
良

さ
を
発
揮
し
て
、
年
間
実
増
に
む

け
て
最
後
ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
。

澤田さんと談笑する担当書記の和田さん
（左）と組織部長の牛木さん（中央）

■
年
明
け
の
箱

根
駅
伝
で
連
覇
を

狙
う
青
山
学
院
大

学
の
原
晋
監
督
よ

り
「
ピ
ー
ス
大
作

戦
」な
る
も
の
が
発
令
さ
れ
た
。

二
連
覇
と
平
和
の
ピ
ー
ス
を
か

け
た
の
だ
と
い
う
。
「
箱
根
駅

伝
も
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
も
ス
ポ
ー

ツ
は
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
選
手

は
輝
く
。
平
和
に
感
謝
し
て
競

技
に
臨
む
」
と
の
言
葉
に
少
し

気
持
ち
が
明
る
く
な
っ
た
。
ぜ

ひ
正
々
堂
々
競
い
合
っ
て
、
作

戦
通
り
に
、
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
で

優
勝
の
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。

■
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
が
、
そ

の
土
台
と
な
る
平
和
に
つ
い
て

公
の
場
で
言
及
す
る
の
は
当
然

だ
。
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
吉

田
麻
也
主
将
は
「
世
界
で
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
、
僕
た
ち
日

本
人
が
も
っ
と
声
を
大
き
く
し

て
世
界
に
訴
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
発
信
し
た
。

今
年
の
3
月
、
ピ
ッ
チ
で
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
出
場
を
報
告
す
る

セ
レ
モ
ニ
ー
で
の
こ
と
だ
。
も

っ
と
色
々
な
競
技
の
選
手
た
ち

が
積
極
的
に
発
言
し
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

■
今
年
も
残
り
わ
ず
か
。
思

い
残
す
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う
。

仕
事
で
掲
げ
た
目
標
に
は
近
づ

け
た
だ
ろ
う
か
。
家
族
と
の
関

係
は
上
手
く
い
っ
た
か
。
そ
し

て
賃
上
げ
の
課
題
、
組
織
の
拡

大
強
化
は
。
群
長
に
言
わ
れ
た

ハ
ガ
キ
は
書
い
た
か
。
ク
リ
ス

マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
用
意
し

た
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
平
和

へ
の
願
い
と
共
に
、
ゴ
ー
ル
に

向
か
っ
て
が
ん
ば
っ
た
自
分
自

身
を
ね
ぎ
ら
っ
て
、
ピ
ー
ス
サ

イ
ン
で
今
年
を
終
え
よ
う
。

北・西が丘

新
組
織
部
長
を
先
頭
に

年
間
実
増
に
向
け
て
最
後
ま
で

目標上回り１１万堅持
仲間に声かけ昼夜の奮闘

秋
の
拡
大

秋
の
拡
大

町
場
の
未
来
を

組
合
の
発
信
力
で

住
民
の
命
を
守
る
耐
震
耐
火
の

街
づ
く
り
に
は
町
場
の
技
術
は
欠

か
せ
な
い
。
組
合
の
発
信
力
で
実

現
す
べ
き
だ
、
と
の
提
言
で
す
。

設
計
者
の
会
の
学
習
会
で
の
講
演

録
を
ぜ
ひ
お
読
み
下
さ
い
。

（
関
連
記
事
3
面
）


